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1.1.1.1.総合戦略の概要総合戦略の概要総合戦略の概要総合戦略の概要    

(1)(1)(1)(1)小牧市小牧市小牧市小牧市まち・ひと・しごと創生総合戦略のまち・ひと・しごと創生総合戦略のまち・ひと・しごと創生総合戦略のまち・ひと・しごと創生総合戦略の位置づけ位置づけ位置づけ位置づけ    

・ 我が国における急速な少子高齢化の進展に的確に対応し、人口の減少に歯止

めをかけるとともに、東京圏への人口の過度の集中を是正し、それぞれの地

域で住みよい環境を確保して、将来にわたって活力ある日本社会を維持して

いく必要があります。 

 

・ こうした背景のもと、国民一人ひとりが夢や希望を持ち、潤いのある豊かな

生活を安心して営むことができる地域社会の形成、地域社会を担う個性豊か

で多様な人材の確保及び地域における魅力ある多様な就業の機会の創出を

一体的に推進することを目的に、平成 26（2014）年 11 月に「まち・ひと・

しごと創生法」が制定されました。 

 

・ 政府は、「まち・ひと・しごと創生法」に基づき、平成 26（2014）年 12 月

に、人口の現状と将来の姿を示し、今後目指すべき将来の方向を示した「ま

ち・ひと・しごと創生長期ビジョン」及び、今後５か年の目標や施策の基本

的方向、具体的な施策を示した「まち・ひと・しごと創生総合戦略」を閣議

決定しました。 

 

・ 小牧市においては、国の「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン」や「まち・

ひと・しごと創生総合戦略」、また、県の「愛知県人口ビジョン」や「愛知

県まち・ひと・しごと創生総合戦略」を勘案しつつ、「小牧市人口ビジョン」

及び「小牧市まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定することとしました。 

 

・ 「小牧市まち・ひと・しごと創生総合戦略」は、「小牧市人口ビジョン」を

踏まえ、第６次小牧市総合計画新基本計画や地域ブランド戦略との整合を図

りながら、人口減少克服や地方創生に特化した今後５か年の基本目標や取り

組む施策を示したものです。 

 

 

(2)(2)(2)(2)小牧市小牧市小牧市小牧市まち・ひと・しごと創生総合戦略の計画まち・ひと・しごと創生総合戦略の計画まち・ひと・しごと創生総合戦略の計画まち・ひと・しごと創生総合戦略の計画期間期間期間期間 

・ 「小牧市まち・ひと・しごと創生総合戦略」は、平成 27 年度から平成 31 年

度までの５か年の計画とします。 
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2222....基本目標基本目標基本目標基本目標及び諸計画との関係及び諸計画との関係及び諸計画との関係及び諸計画との関係 

(1(1(1(1))))人口ビジョンを踏まえた基本目標人口ビジョンを踏まえた基本目標人口ビジョンを踏まえた基本目標人口ビジョンを踏まえた基本目標    

・ 人口ビジョンにて考察したとおり、本市における課題は、転入数・転出数

ともにほぼ横ばいであるものの、生産年齢人口の転出超過（転出数が転入数

を上回っている状態）が顕著であり、少子高齢化の進行が予測されているこ

とです。 

 

・ 本市の強みでもある製造業などの豊富な産業基盤の一方で、特に出産・育

児期にあたる20代後半から30代前半の女性就業率は全国や愛知県より低く、

結婚・出産による女性の離職について依然として課題が残っていることがう

かがえます。また、20 代、30 代の女性が結婚・出産のタイミングにおいて

転出していく等、転出超過の傾向であり、出生数への影響が懸念されます。 

 

・ 生活者が居住地に求める要件は「職場へのアクセス」、「ライフステージに

適合した居住環境」、「よりよい育児環境（特に結婚・出産・育児期の居住者

にとって）」であることが調査により明らかになりましたが、本市は、それ

らが充実しており、市民の満足度が高いにもかかわらず、その良さが近隣市

町の居住者には浸透していないことがわかりました。 

 

・ そこで、これらの課題を解決し、人口減少克服を達成するために、人口ビ

ジョンにおいて３つの目指すべき将来の方向を設定しました。 

� 多くの企業が立地する小牧市ならではの強みを活かす 

� 若年世代の仕事と子育ての両立を支援し、ライフステージに適合した居

住環境を提供する 

� 小牧市の魅力を小牧市民及び近隣市町の生活者に伝える 

 

・ 目指すべき将来の方向を踏まえ、また、国の「まち・ひと・しごと創生総

合戦略」や県の「愛知県まち・ひと・しごと創生総合戦略」を勘案しつつ、

次の 4 つの基本目標を定めました。 

 

基本目標１ 持続して発展を続ける産業・経済の確立による雇用の確保・創出 

基本目標２ 若年世代の希望がかなう結婚・出産・子育て環境の整備 

     （こども夢・チャレンジ No.1 都市の実現） 

基本目標３ 都市の活力と暮らしの安心の創造 

基本目標４ 訪れたくなる、住みたくなる小牧の魅力発信 
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(2)(2)(2)(2)まち・ひと・しごと創生に向けた政策５原則まち・ひと・しごと創生に向けた政策５原則まち・ひと・しごと創生に向けた政策５原則まち・ひと・しごと創生に向けた政策５原則    

・ 国の政策５原則（自立性・将来性・地域性・直接性・結果重視）を踏まえ、

施策を効果的に推進していきます。    

� 自 立 性：一過性の施策ではなく、国の支援がなくとも事業が継続し、

本市の自立につながる施策を展開します。    

� 将 来 性：次代の地域を担うこどもたちの夢を育み、夢へのチャレンジ

を応援する取組みをはじめ、将来に向かって前向きな施策を

展開します。    

� 地 域 性：人口ビジョンで明らかになった、本市の地域特性を踏まえた

施策を展開します。    

� 直 接 性：限られた財源の中で、人口減少克服や地方創生の実現に向け、

最大限の効果を上げることができる施策を展開します。    

� 結果重視：各施策に重要業績評価指標（ＫＰＩ）を設定し、ＰＤＣＡサ

イクルのもと、検証・改善できる仕組みを導入します。 

 

    (3(3(3(3))))国の国の国の国のまち・ひと・しごと創生まち・ひと・しごと創生まち・ひと・しごと創生まち・ひと・しごと創生総合総合総合総合戦略戦略戦略戦略との関係との関係との関係との関係    

・ 国の「まち・ひと・しごと創生総合戦略」を勘案するとともに、人口ビジ

ョンにおいて明らかになった本市の地域特性を踏まえた施策を展開し、人口

減少の克服や地方創生に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

若年世代の希望

がかなう結婚・

出産・子育て

環境の整備

地方における

安定した雇用を

創出する

若い世代の

結婚・出産・子育ての

希望をかなえる

地方への新しいひと

の流れをつくる

時代に合った地域を

つくり、安心なくらしを

守るとともに、地域と

地域を連携する

まち・ひと・しごと

創生総合戦略（国）

小牧市

まち・ひと・しごと

創生総合戦略

持続して発展を

続ける産業・経済

の確立による

雇用の確保・創出

訪れたくなる、

住みたくなる

小牧の魅力発信

都市の活力と

暮らしの安心

の創造

多くの企業が

立地する小牧市

ならではの

強みを活かす

若年世代の仕事と子

育ての両立を支援し、

ライフステージに適

合した居住環境を提

供する

小牧市の魅力を

小牧市民及び

近隣市町の

生活者に伝える

小牧市人口ビジョン

目指すべき

将来の方向
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(4(4(4(4))))第６次第６次第６次第６次小牧市小牧市小牧市小牧市総合計画新基本計画及び地域ブランド戦略との関係総合計画新基本計画及び地域ブランド戦略との関係総合計画新基本計画及び地域ブランド戦略との関係総合計画新基本計画及び地域ブランド戦略との関係    

・ 「小牧市まち・ひと・しごと創生総合戦略」は、７つの分野からなる行政

全般を網羅した「第６次小牧市総合計画新基本計画」のうち、人口減少克服

や地方創生につながる施策をとりまとめた計画です。 

・ また、『住みつづけたいと思うまち』を目指したイメージ戦略である「地域

ブランド戦略」の要素も取り入れます。 

 

『『『『人口減少克服人口減少克服人口減少克服人口減少克服』』』』

『『『『地方創生地方創生地方創生地方創生』』』』にににに

特化した計画特化した計画特化した計画特化した計画

７つの分野からなる

行政全般を網羅した計画

「住みつづけたいと思うまち」

を目指したイメージ戦略

都市基盤

小牧市小牧市小牧市小牧市

まち・ひと・しごとまち・ひと・しごとまち・ひと・しごとまち・ひと・しごと

創生総合戦略創生総合戦略創生総合戦略創生総合戦略

安全・環境 自治体経営

第６次小牧市総合計画新基本計画第６次小牧市総合計画新基本計画第６次小牧市総合計画新基本計画第６次小牧市総合計画新基本計画

持続して発展を持続して発展を持続して発展を持続して発展を

続ける産業・続ける産業・続ける産業・続ける産業・

経済の確立経済の確立経済の確立経済の確立

による雇用のによる雇用のによる雇用のによる雇用の

確保・創出確保・創出確保・創出確保・創出

都市の活力と都市の活力と都市の活力と都市の活力と

暮らしの安心暮らしの安心暮らしの安心暮らしの安心

の創造の創造の創造の創造

保健・福祉

教育・子育て

文化・

スポーツ

産業・交流

若年世代の若年世代の若年世代の若年世代の

希望がかなう希望がかなう希望がかなう希望がかなう

結婚・出産・結婚・出産・結婚・出産・結婚・出産・

子育て環境子育て環境子育て環境子育て環境

の整備の整備の整備の整備

訪れたくなる、訪れたくなる、訪れたくなる、訪れたくなる、

住みたくなる住みたくなる住みたくなる住みたくなる

小牧の小牧の小牧の小牧の

魅力発信魅力発信魅力発信魅力発信

地域ブランド戦略地域ブランド戦略地域ブランド戦略地域ブランド戦略

 

 

 

(5)(5)(5)(5)進行管理進行管理進行管理進行管理    

「小牧市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の進行管理については、Ｐｌａｎ

（計画）、Ｄｏ（実行）、Ｃｈｅｃｋ（分析・評価）、Ａｃｔ（改善・改革）のマ

ネジメントサイクル（ＰＤＣＡサイクル）を確立する必要があります。そのた

め、有識者等からなる推進組織を設置し、各基本目標及び施策において設定し

た数値目標や重要業績評価指標（ＫＰＩ）の達成状況についての検証を行うと

ともに、必要に応じて施策の見直しを行うなど、総合戦略を推進していきます。 
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3333....基本目標における基本的方向と具体的施策基本目標における基本的方向と具体的施策基本目標における基本的方向と具体的施策基本目標における基本的方向と具体的施策 

基本目標１ 

持続して発展を続ける産業・経済の確立による 

雇用の確保・創出 

 

 本市は、高速道路や空港等の広域的な交通体系の利便性に優れ、また、名古

屋を中心に立地している様々な関連企業にも近く、強固な地盤も有するなど、

新規産業の誘致に非常に有利な立地条件を備えています。 

しかし、事業所あたり又は従業者あたりの製造品出荷額等は愛知県及び近隣

市町と比べ決して高くなく、中小規模の事業所が多い本市産業を取り巻く経営

環境は非常に厳しい状況にあります。 

そのため、経営安定化に向けた支援や新たな事業展開を支援するとともに、

事業所を誘致するなど産業集積の強化を図ることにより、持続して発展を続け

る産業・経済を確立することで、雇用を確保・創出していく必要があります。 

数値目標 基準値 目標値（平成 31 年度） 

製造業及び卸売業、小売業の従

業者数 
53,093 人(H26) 54,359 人 

 

基本的方向 

○様々な支援ニーズに対応した支援策を展開するなど、市内企業が今後とも本

市で操業継続できる環境づくりを進めるとともに、本市で働く就業者を増や

すための取組みを支援していくことで、優れた人材を確保しやすくなるよう

な環境づくりを進めます。 

○航空宇宙産業を含む次世代成長産業に関連する企業誘致や市内企業の参入を

支援する体制を整備するとともに、これに必要となる人材の確保と育成を支

援します。また、企業が進出しやすい条件を整え、安価で良好な操業環境を

確保できる土地を開発・整備していくことで、新規企業の誘致及びその受け

皿の確保を進めます。 

○多様な中小事業所が有する高い技術力や人材等を活かし、新しい分野に取り

組む企業・事業所の育成を進めるとともに、新たな地域資源等の付加価値を

高める産業展開を図る事業者を支援します。また、起業を目指す人たちに必

要な情報やノウハウ、資金等を提供するなど起業に対する支援を行うととも

に、市内企業での人材育成を支援することにより起業意欲を掘り起こすこと

で、これからの小牧の産業を担い、支えていくことができる人づくりを進め

ます。 
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基本目標達成に向けた施策体系 

１．市内企業の操業支援 (1)市内企業の操業環境の改善 

(2)企業の人材確保と働き手の就労支援 

２．企業誘致と産業集積

の推進 

(1)次世代成長産業（航空宇宙産業）の集積強化 

(2)企業誘致・工業用地の確保 

３．起業・新産業展開へ

の支援 

(1)新たな取組みへのサポート 

(2)未来の小牧を支える人づくり 

 

施策１．市内企業の操業支援 

（１）市内企業の操業環境の改善 

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 基準値 目標値（平成 31 年度） 

市内企業の工場新増設に対する

補助金の認定件数（累計） 
9 件(H26) 19 件 

 

主な取組み 内容 

①新増設・設備投資支援 市内企業の継続操業及び市外や県外への流出を防

止するため、工場の新増設や設備の更新、増設に対

する支援を行います。 

②周辺環境対策支援 周辺住民への配慮のため、工場等の騒音、振動及び

臭気を防止する設備又は改修に対する支援を行い

ます。 

 

（２）企業の人材確保と働き手の就労支援 

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 基準値 目標値（平成 31 年度） 

中小企業人材育成研修費補助金

の活用件数（受講者数累計） 
28 人(H26) 250 人 

 

主な取組み 内容 

①人材の確保・人材育成支援 就職を希望する人に対する窓口の多様化と機能の

充実を図るとともに、人材育成のための各種研修事

業に対する費用の一部支援を行います。 

②新規雇用の創出（就労）支援 市内企業の人材採用を促進するため、新規に雇用を

行う企業に対して各種支援策を実施します。 

③就業環境の改善・充実支援 保育のための施設を設置する事業所に対して費用

の一部等を支援するなど、就労が困難となっている

労働者の環境改善を進めます。 
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施策２．企業誘致と産業集積の推進 

（１）次世代成長産業（航空宇宙産業）の集積強化 

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 基準値 目標値（平成 31 年度） 

次世代成長産業分野に属する新

規企業の数（累計） 
2 件(H26) 4 件 

 

主な取組み 内容 

①研究開発・技術開発支援 新技術等の研究開発等に対する支援を行うととも

に、産学官の連携や異業種、異分野が連携する新技

術開発等の支援を行います。 

②次世代成長産業参入支援 航空機部品製造認証等の取得支援や展示会等への

出展支援、セミナーの開催など航空宇宙産業を含む

次世代成長産業への参入を試みる企業の支援を行

います。 

 

 

（２）企業誘致・工業用地の確保 

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 基準値 目標値（平成 31 年度） 

新規進出企業の数（累計） 20 件(H26) 28 件 

 

主な取組み 内容 

①工業用地の開発・整備 工業用地造成事業、地区計画制度等の事業・制度を

用いて、工業用地の整備に向け調整を進め、新たな

企業の進出を誘導します。 

②民間活力による工業用地開発

支援 

開発手続きの簡略化や、関連する制度等の柔軟な適

用を進めるとともに、工業用地開発に関連するイン

フラ整備への支援を行います。 

③遊休地・低未利用地の活用促

進 

有効活用可能な遊休地・低未利用地情報を提供する

仕組みを整え、工業用地として活用できるよう道路

等のインフラ整備を進めます。 
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施策３．起業・新産業展開への支援 

（１）新たな取組みへのサポート 

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 基準値 目標値（平成 31 年度） 

中小企業次世代成長産業設備等

導入補助金の認定件数（累計） 
3 件(H26) 19 件 

 

主な取組み 内容 

①地域資源等を活用した産業の

育成支援 

地域資源の活用や、地域資源等の付加価値を高める

産業展開を図る事業者に対する支援を行います。 

②販路開拓支援 販路開拓に関して、見本市等のＰＲ活動への出展に

関する支援を行います。 

 

 

（２）未来の小牧を支える人づくり 

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 基準値 目標値（平成 31 年度） 

創業支援セミナーの受講者のう

ち、実際に起業（創業）した人

数（累計） 

10 人(H26) 20 人 

 

主な取組み 内容 

①起業・創業支援 創業に関するセミナー等の開催や、会社設立に関す

る諸費用についての助成、一定の創業資金の融資に

関する利子補給を行います。 

②人材育成支援 人材育成を実施する企業等に対して、人材育成研修

費等の補助を行うとともに、新たな人材育成の支援

制度の導入を検討します。 
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基本目標２ 

若年世代の希望がかなう結婚・出産・子育て環境の整備 

（こども夢・チャレンジ No.1 都市の実現） 

 

 本市の自然動態（出生数・死亡数）をみると、一貫して出生数が死亡数を上

回っていますが、出生数が減少傾向にある一方、死亡数が増加傾向であるため、

その増加幅は縮小傾向にあり、少子化が進行しています。 

 本市の未婚率は、全国や愛知県と比べて低い水準で推移してきたものの、近

年は愛知県に近い水準となっており、晩婚化が進行しています。 

また、子育て世代へのアンケート調査の結果をみると、約半数の回答者が「現

在のこどもの数は理想のこどもの数より少ない」と回答しており、その理由と

して、「経済的な負担が大きい」や「仕事と子育ての両立が困難」が多くを占め

ています。 

そのため、若年世代の希望がかなう結婚・出産・育児環境をつくるとともに、

こどもを中心に世代を越えて市民がつながり、あたたかく支え合い、暮らしや

すい、魅力あるまちづくりを進める必要があります。 

数値目標 基準値 目標値（平成 31 年度） 

合計特殊出生率 1.54(H25) 1.61 

年少人口(0～14 歳)の数 22,091 人(H27) 21,314 人 

安心して子育てができるまちと思

う子育て世代(20～40 歳代)の割合 
59.0%(H26) 70.0% 

 

基本的方向 

○結婚について、若年世代の出会いの場を創出する取組みを支援します。また、

だれもが安心して子育てができる体制を整えるとともに、子育てと仕事の両

立を支える子育て支援サービスの拡充を図ります。 

○夢やチャレンジの象徴である次代の地域を担うこどもたちの夢を育み、夢へ

のチャレンジを応援する事業を展開するとともに、安全で楽しく学べる教育

環境の整備を一層推進することにより、こどもを中心に世代を越えて、市民

がつながり、支え合う、住みよいまちづくりを進めます。 

 

基本目標達成に向けた施策体系 

１．結婚･出産･子育ての

希望をかなえる支援 

(1)結婚・妊娠・出産・育児の切れ目ない支援 

(2)子育てと仕事の両立支援 

２．こどもの夢・チャレ

ンジの応援 

(1)コマキッズドリームプロジェクトの推進 

(2)夢をもって生きる力を育む教育の推進 
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施策１．結婚・出産・子育ての希望をかなえる支援 

（１）結婚・妊娠・出産・育児の切れ目ない支援 

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 基準値 目標値（平成 31 年度） 

市が支援した出会いの場を創出する

事業におけるカップル成立数（累計） 

－(H27) 100 組 

中央子育て支援センター、子育

て広場利用者数 
90,112 人(H26) 95,000 人 

理想とするこどもの数と、実際

のこどもの数が同じ市民の割合 
35.4%(H25) 50.0% 

 

主な取組み 内容 

①結婚につながる支援 若年世代の出会いの場の創出を支援します。 

②妊娠に対する経済支援 妊娠を望んでいる夫婦の経済的負担を軽減するた

めに助成を行います。 

③出産・育児を支援する相談体

制の充実 

妊娠期から出産・育児まで充実した健診や訪問など

を実施するとともに、子育て世代が気軽に相談でき

る体制を整え、切れ目のない支援に努めます。 

④子育て家庭が交流し、支え合

える場の充実 

親子の孤立化を防ぎ、地域との関わり合いの中で不

安感を緩和しながら子育てができるよう、親子が気

軽に集い、交流できる場・機会を提供します。 

⑤安心して子育てができるため

の支援 

手当の支給や負担の軽減などによる経済的支援を

行うとともに、子育てに関して困難を抱えている家

庭の把握に努め、状況に応じた支援を行います。 

 

 

（２）子育てと仕事の両立支援 

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 基準値 目標値（平成 31 年度） 

待機児童数 31 人(H27) 0 人 

 

主な取組み 内容 

①待機児童の解消 希望するすべての人がこどもを預けて働くことが

できる体制を整え、待機児童ゼロを目指します。 

②放課後児童クラブの充実 児童が安全に放課後を過ごせるよう質の向上や機

能の充実を図ります。 

③多様な保育ニーズに応える体

制の充実 

一時保育や延長保育など、多様な保育サービスを実

施するとともに、特色ある保育サービスが提供でき

るよう保育園の民営化を進めます。 
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施策２．こどもの夢・チャレンジの応援 

（１）コマキッズドリームプロジェクトの推進 

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 基準値 目標値（平成 31 年度） 

夢育み事業に参加したこどもの

数 
6,364 人(H27) 6,400 人 

夢サポーターの数（累計） －(H27) 110 団体 

 

主な取組み 内容 

①こどもが夢に向かって挑戦す

る機会の創出 

夢の教室及び市内産業見学会の開催や、夢にチャレ

ンジ助成金及び海外留学奨学金を支給するなど、こ

どもの夢を育み、こども自身が夢に向かって挑戦で

きる環境を創出します。 

②こどもの夢を応援する体制の

整備 

市民や企業、市が一体となって、こどもの夢をまち

全体で応援する仕組みをつくります。 

 

 

（２）夢をもって生きる力を育む教育の推進 

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 基準値 目標値（平成 31 年度） 

小・中学校の教育環境整備実施

校数 

非構造部材耐震化：16/23 校 

防犯カメラ設置：19/25 校 

インターホン設置：21/25 校 

エアコン設置：9/25 校 

 (H27) 

全ての学校において

整備完了 

学校が楽しいと思うこどもの割

合 

小学校：92.0% 

（国：87.0%） 

中学校：89.6% 

（国：82.2%） 

(H26) 

国の水準以上 

 

主な取組み 内容 

①安全に安心して学べる教育環

境の整備 

小中学校の非構造部材の耐震改修工事、防犯カメラ

やインターホンの設置、普通教室へのエアコン設置

など、こどもが安全に安心して学べる教育環境を整

備します。 

②地域の特色を活かした教育の

推進 

地域人材の活用とコミュニティ・スクールの導入や

地域性を活かした学習活動と児童生徒による地域貢

献など、地域の特色を活かした教育を推進します。 

③グローバルな視野の涵養 英語教育の充実や理数教育における企業等との連

携、夢の教室の実施などを通してグローバルな視野

の涵養に努めます。 
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基本目標３ 

都市の活力と暮らしの安心の創造 

 

 「しごと」と「ひと」の好循環を支えるためには、「まち」に活力を取り戻し、

こどもから高齢者まで、市民一人ひとりがいきいきと安心して暮らせる環境を

実現していく必要があります。 

しかし、本市では、若年世代の転出超過が顕著であり、このまま急速な人口

減少が進行すると、まちの活力やにぎわいが低下することが懸念されています。 

そのため、若年世代が集まる魅力あるまちづくりを進める必要があります。 

また、名鉄小牧線沿線や桃花台など一定の地域における人口密度を維持する

とともに、日常生活に必要なサービスや行政サービスが住まいの身近に存在す

る多極ネットワーク型のコンパクトシティを目指す必要があります。 

 数値目標 基準値 目標値（平成 31 年度） 

名鉄小牧線沿線居住人口 87,404 人(H26) 88,602 人 

健康寿命 
男性：79.15 歳 

女性：83.55 歳(H24) 

基準値より延伸 

安全で安心して暮らせるまちと

思う市民の割合 
81.3%(H26) 基準値の水準以上 

 

基本的方向 

○都市の活力を生むための核となる中心市街地の魅力を高めるとともに、名鉄

小牧線沿線を中心に、より多くの市民が便利で快適に暮らせる生活空間を確

保し、若年世代が住みやすいまちづくりを進めます。また、市民が積極的に

健康づくりに取り組み、社会全体で支援する環境づくりを行います。 

○高齢者が住み慣れた地域の中で安心して介護サービスや医療サービスを切れ

目なく受けることができるような体制を充実します。また、災害に強く、犯

罪の少ないまちづくりを進めます。さらには、市民の暮らしを支える持続可

能な公共交通ネットワークを構築します。 

 

基本目標達成に向けた施策体系 

１．“まち”も“ひと”も元気

ないきいき社会の創出 

(1)若年世代が集まる魅力あるまちの創出 

(2)生涯現役、健康いきいき社会の実現 

２．だれもが安心して暮

らせる地域づくり 

(1)福祉・医療・支え合いの仕組みづくり 

(2)防災・防犯安心社会の創出 

(3)暮らしを支える公共交通の構築 
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施策１．“まち”も“ひと”も元気ないきいき社会の創出 

（１）若年世代が集まる魅力あるまちの創出 

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 基準値 目標値（平成 31 年度） 

20～40 歳代の名鉄小牧線沿線居

住人口 

37,875 人(H26) 38,345 人 

名鉄小牧駅の年間乗降客数 3,625,361 人(H26) 3,832,000 人 

 

主な取組み 内容 

①駅周辺の都市機能の強化 まちづくりの核となる中心市街地の魅力を高める

整備を進めるとともに、鉄道各駅周辺において、市

民が便利で快適に利用できる都市機能を整備しま

す。 

②若年世代が住みやすい住環境

の創出 

名鉄小牧線沿線の市街地において、良好な住宅の供

給を促進させるとともに、生活環境を改善し、若年

世代が住みやすいまちづくりを進めます。 

 

 

（２）生涯現役、健康いきいき社会の実現 

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 基準値 目標値（平成 31 年度） 

健康マイレージ事業における優

待カード発行枚数 
－(H26) 350 枚 

日常生活の中で 5,000 歩以上歩

く市民の割合 
77.7%(H25) 83.0% 

各種がん検診の受診率 

胃がん：20.8% 

大腸がん：31.0% 

子宮がん：4.4% 

乳がん：6.9% 

(H26) 

胃がん：22.8% 

大腸がん：33.0% 

子宮がん：6.4% 

乳がん：8.9% 

 

主な取組み 内容 

①心と体の健康づくりへの支援 独自の健康ポイント制度を創設するなど、市民一人

ひとりが主体的に健康づくりに取り組むことがで

きる環境を整えます。 

②病気の予防・早期発見・重症

化予防 

独自の人間ドック事業など、健診の受診率向上に向

けた魅力ある取組みを実施します。 
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施策２．だれもが安心して暮らせる地域づくり 

（１）福祉・医療・支え合いの仕組みづくり 

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 基準値 目標値（平成 31 年度） 

在宅で医療を受けている市民の数 286 人(H25) 500 人 

 

主な取組み 内容 

①在宅医療の推進 介護と連携した医療の提供や、他職種が切れ目のないサービ

スを提供できる体制の構築により、在宅医療を推進します。 

②地域支え合い活動の推進 地域の住民同士がお互いに支え合う地域の活動を

推進するとともに、ひとり暮らし高齢者などの支援

や介護予防を推進する環境を整えます。 

 

（２）防災・防犯安心社会の創出 

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 基準値 目標値（平成 31 年度） 

災害への備えをしている市民の割合 43.1%(H26) 64.6% 

地域の防災訓練に参加した市民の数 4,974 人(H26) 5,300 人 

防犯カメラ設置補助件数（累計） 153 件(H26) 346 件 

 

主な取組み 内容 

①災害に対する備えの強化 防災力向上につながる活動に対する支援を行うと

ともに、大規模災害に備えた安全対策を実施するな

ど、災害に強いまちづくりを進めます。 

②犯罪が起こりにくい環境の整

備 

公共空間や駐車場などを撮影対象とする防犯カメ

ラ等の防犯設備の設置を支援するなど、自主的な防

犯活動への支援を行います。 

 

（３）暮らしを支える公共交通の構築 

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 基準値 目標値（平成 31 年度） 

公共交通機関の１日平均利用者数 38,654 人(H26) 40,600 人 

 

主な取組み 内容 

①持続可能な公共交通ネットワ

ークの形成 

都市拠点及び地区拠点へのアクセス利便性の向上

をバス交通により図るとともに、名鉄小牧線各駅に

おいて交通結節機能を強化することにより、市民に

とって利用しやすい公共交通を実現します。 

②利用しやすい公共交通環境の

整備 

より多くの人が公共交通を利用するために、バリアフリ

ー対策など、だれもが利用しやすい環境を整えます。 
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基本目標４ 

訪れたくなる、住みたくなる小牧の魅力発信 

 

 本市が住民から選ばれるまちとなるには、本市の取組みや魅力を積極的に発

信していくことが大切です。また、あわせて地域の強みとなる資産を活用して、

そのまちのよいイメージをつくり出していく取組みも大切です。 

アンケート調査の結果を見ると、「商業施設の充実」、「育児環境」、「緑地など

の自然の多さ」などの項目は市民の満足度が高い一方、近隣市町の居住者は、

本市に対してそのようなイメージを持っていないということがわかりました。 

そのため、地域ブランド戦略をより一層推進していくとともに、市内外の活

発な交流を推進することで、より多くの人が「訪れたくなる」、「住みたくなる」、

「住みつづけたい」小牧を目指す必要があります。 

数値目標 基準値 目標値（平成 31 年度） 

社会増減数(転入数－転出数) -132 人(H26) 

平成 27～31 年の累計

がプラス 

20～40 歳代の社会増減数 

(転入数－転出数) 

-99 人(H26) 

平成 27～31 年の累計

がプラス 

 

基本的方向 

○本市に対する愛着や誇りを醸成するため、こどもたちの夢を育み、夢へのチ

ャレンジを応援する事業を展開するとともに、“夢・チャレンジ 始まりの場

所”である小牧山の歴史的価値の発信と魅力の向上に取り組みます。 

○住民、行政、事業者、観光協会など様々な主体が地域資源を見つめなおし、

連携してその資源を磨き、育てることでその付加価値を高め、魅力の向上を

図るとともにその魅力を伝えることで交流を促します。 

○若年世代が本市に定住するきっかけとなるよう、本市の取組みや魅力、本市

における生活イメージを企業と協力して発信するとともに、定住につながる

支援を実施します。 

 

基本目標達成に向けた施策体系 

１．地域ブランド戦略の

推進 

(1)コミュニケーションプログラムの推進 

(2)コマキッズドリームプロジェクトの推進【再掲】 

(3)小牧山シンボルスポットプロジェクトの推進 

２．市内外の活発な交流

の推進 

(1)活発な交流の推進 

３．若年世代の定住促進 (1)定住につながるきっかけづくり 
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施策１．地域ブランド戦略の推進 

（１）コミュニケーションプログラムの推進 

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 基準値 目標値（平成 31 年度） 

小牧市のブランドロゴマーク及びキャ

ッチフレーズを知っている市民の割合 
38.0%(H26) 51.5% 

ブランドＷＥＢサイトのアクセス件数 －(H27) 20,000 件 

 

主な取組み 内容 

①目指すまちのイメージの発信 公共施設のピクトグラムにブランドロゴのキャラ

クターを使用したり、ブランド絵本やポスター、ブ

ランドムービーなどを制作します。 

 

（２）コマキッズドリームプロジェクトの推進【再掲】 

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 基準値 目標値（平成 31 年度） 

夢育み事業に参加したこどもの数 6,364 人(H27) 6,400 人 

夢サポーターの数（累計） －(H27) 110 団体 

 

主な取組み 内容 

①こどもが夢に向かって挑戦す

る機会の創出 

夢の教室及び市内産業見学会の開催や、夢にチャレンジ助成

金及び海外留学奨学金を支給するなど、こどもの夢を育み、

こども自身が夢に向かって挑戦できる環境を創出します。 

②こどもの夢を応援する体制の

整備 

市民や企業、市が一体となって、こどもの夢をまち

全体で応援する仕組みをつくります。 

 

（３）小牧山シンボルスポットプロジェクトの推進 

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 基準値 目標値（平成 31 年度） 

小牧市歴史館の入場者数 68,929 人(H26) 75,000 人 

イベントなどへの「こまき山」

の出動回数 
86 回(H27) 100 回 

 

主な取組み 内容 

①小牧山の歴史的価値の発信強

化 

歴史的資産である小牧山を広く周知するために、体

験や学習、研究や情報発信の拠点を整備します。 

②小牧山への愛着醸成・認知度

向上 

小牧山をモチーフとしたキャラクター「こまき山」を

通して、小牧山にまつわる「夢・チャレンジのストー

リー」を発信し、市民の小牧山への愛着を醸成すると

ともに、市内外における小牧山の認知度を高めます。 
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施策２．市内外の活発な交流の推進 

（１）活発な交流の推進 

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 基準値 目標値（平成 31 年度） 

主要なイベント及び地域資源へ

の来訪者の数（交流人口） 
2,213,229 人(H26) 2,843,000 人 

 

主な取組み 内容 

①魅力ある観光の推進 多彩な地域資源を磨き、育てることで付加価値を高

め、その魅力の向上を図るとともに、その魅力を伝

えることで交流を促すという一連の観光への取組

みにより、市民の本市への愛着や誇りを醸成しま

す。 

②魅力あるイベント・まつりの

開催 

魅力あるイベントやまつりを開催することにより、

市内外の活発な交流を促します。 

 

 

施策３．若年世代の定住促進 

（１）定住につながる仕組みづくり 

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 基準値 目標値（平成 31 年度） 

定住支援補助件数（累計） －(H27) 120 件 

 

主な取組み 内容 

①定住につながるプロモーショ

ンの強化 

本市の取組みや魅力、生活イメージなど本市の住環

境情報を不動産業界や金融機関等と協力して積極

的に発信します。 

②定住につながる支援 空き家の活用や子育て世代の住宅取得に対する支

援などを実施します。 

 


